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年頭所感

明けましておめでとうございます。年頭にあたり、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
治水事業は、安全で豊かな地域社会を実現するために不可欠なもので、本格的な高齢社会の到来に備えて、最

も優先すべき根幹的な社会資本の整備事業であります。皆様が、この事業を促進するために熱心に尽力されてこ
られたことに衷心より敬意を表わし、感謝を申し上げると共に、更に活動を強化して皆様の初期の活動目的が早
期に達成されるように、心新たに一丸となって前進いたしたいと願っています。
ご承知のように、わが国は台風の進路上に位置し、人口、資産の大半が洪水時の河川水位より低い沖積平野に
集中しているために、水害や土砂害に極めて脆弱な国土条件の下にあります。そこで、古来から時の為政者によっ
て治水事業が重点施策として進められてきましたが、治水施設の整備水準は今なお低く災害が後を断ちません。
昨年も、 月上旬には梅雨前線による豪雨で熊本を中心に九州各地で災害が発生し、中旬には台風 号に伴う

豪雨で九州が宮崎県を中心に、四国では高知、徳島、愛媛の各県で大きな災害が発生しました。また、 月中旬
には台風 号による豪雨で東海地方が静岡県を中心に、関東地方は西部地域を中心に、東北地方では岩手県を中
心に、それぞれ甚大な被害を蒙りました。同じく 月中旬に台風 号と 号の影響を受けた秋雨前線の活発な活
動のために、秋田、岩手の両県を中心に豪雨災害が発生しております。
これらの相次ぐ記録的な豪雨による被害は全国で死者、行方不明者 名、床上、床下浸水 戸を超え、誠

に痛ましいものでありました。
他方で、記録的な少雨現象による渇水被害が全国各地で発生し、地域社会の経済活動や地域の人々の日常生活
に計り知れない被害や影響を与えており、安定的水供給の確保が引き続き治水事業の重要な課題となっています。
利根川、筑後川など、取水制限が繰り返されている河川が多く、とりわけ四国の吉野川では一昨年に早明浦ダム
が二度に亘って利水容量が底をつき、昨年も長期に亘り厳しい取水制限を余儀なくされました。
このような災害列島を、安全で暮し易い国土に整えるための平成 年度予算の政府案が昨年暮れの 月 日に

決定されました。
これによると、国土交通省関係公共事業費は 兆 億円（国費）で対前年度比 億円（ ％）の減に

なっています。この内、河川局関係予算は 億円、対前年度比 億円（ ％）の減で、他の事業分野に比
べると相変わらずや、厳しいものとなります。平成 年度予算をピークに削減が続いて、当時の半額に縮小した
現在の治水事業費では、激甚な災害の頻発により激特事業予算が増大した結果、通常の河川の治水予算が逼迫し、
計画的予防的治水の促進が次第に困難になっていきます。幸い平成 年度補正予算案が編成されて、 水害等再
度災害防止等（国費 億円）、その内 水害箇所の緊急対応等 及び 河川堤防の点検結果により対策が必
要となった箇所の緊急対策等 として 億円（国費）が計上されるので、平成 年度予算と一体化して評価す
ると来年度の治水事業費は実質的に伸びることになり、明るさが見えてきます。さらに、来年度の新規制度とし
て、 直轄河川災害復旧事業の拡充 が認められたことで、 激特事業 の一部を災害復旧事業（補正予算）で実
施することが可能になり、治水予算の逼迫状況が緩和されます。関係の皆様のご努力に感謝申し上げます。
計画的な予防的治水がいかに効率的効果的であるかは、ニューオリンズ市のハリケーン カトリーナ 災害の

例を引くまでもなく明らかです。治水事業の促進にはずみを付ける 年にいたしたいと思います。

全国治水期成同盟会連合会

会長 陣 内 孝 雄

治水関係事業の更なる推進



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

謹んで新年のご挨拶申し上げます。日頃より河川行政に対して深いご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
昨年は梅雨前線や台風による豪雨、また、能登半島地震や新潟県中越沖地震の発生により全国各地で甚大な被
害が発生しました。お亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈り致しますとともに、被害に遭われました
方々に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。
昨年に公表された （気候変動に関する政府間パネル）の第 次報告では、地球温暖化に伴う気候変動によっ

て、海面の上昇や集中豪雨の激化、干ばつの増加といった現象が生じることが、従来に増して高い信頼度で予測
されており、水害や土砂災害、高潮災害及び渇水被害に対するリスクや海岸侵食の進行のおそれが今後とも確実
に増大すると見込まれています。こうしたなかで、今後の対応として、温暖化の原因である を削減する対策
（緩和策）と併せて、自然現象の強暴化への対策（適応策）が重要となります。
これまで、時代の要請に応じた防災・減災対策を推進してきた結果、わが国の災害に対する安全度は着実に向
上してきました。それにもかかわらず、頻発する記録的な集中豪雨、高潮等による災害は、河川・海岸堤防の決
壊や土石流等による深刻な被害をもたらし、施設の整備が未だ不十分であることを改めて認識させると同時に、
高齢者等の避難の困難さ、水防団員の減少などの地域の防災力の低下といった課題についても顕在化させるもの
でした。
このような状況を受け、すでに 総合的な豪雨災害対策の推進について（ ）、 安全・安心が持続可能な

河川管理のあり方について（ ） 等の政策提言が各種懇談会等によりなされてきたところです。
これまでにとりまとめられた提言等において示された基本的方向や具体的施策を基本として、 中期的に実施

する治水対策がいかにあるべきか について意見を伺うため、平成 年 月に社会資本整備審議会に諮問し、同
審議会河川分科会において 回にわたる審議を経て、平成 年 月 日に 中期的な展望に立った今後の治水対
策のあり方について が国土交通大臣に答申されました。頂いた答申は、今年策定予定の次期社会資本整備重点
計画に反映していくこととしております。
現在、政府全体としても地球温暖化により懸念される災害リスクの増大も考慮しつつ自然災害の 犠牲者ゼロ
を目指し、防災・減災対策を積極的・重点的に進めております。
安全で安心な国土は、地域の自立的発展、地域の活性化の基盤であり、その大前提です。治水は、国民の生命
と財産を守るとともに、安定した経済成長の基盤ともなり、個性を発揮した地域づくりをするためには必須であ
り、極めて重要な国の政策課題であることは言うまでもありません。
国民の安全と安心を確保することは、国の基本的責務であるとの認識のもと、安全で安心できる国土づくりの
確実な成果が得られるよう、防災・減災の治水対策を強力に進めていくために、地方と国とが一体となった取り
組みを進めてまいりたいと思いますので、皆様方の一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

新年のご挨拶

安全で安心できる国土づくりに向けて

国土交通省河川局長

門 松 武
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．予算の概要

平成 年度予算は、去る 月 日に財務省原案が

内示され、 月 日に政府案が決定されました。河

川局関係では、国費ベースで ％の減と昨年に続き

厳しい内容となっております。詳細は 月号に掲載

しますが、速報版をお届けいたします。

平成 年度国土交通省予算内示総括表

国 費 総 額 兆 億円（ 倍）

公共事業関係費 兆 億円（ 倍）

一般公共事業費 兆 億円（ 倍）

うち河川局関係予算 億円（ 倍）

災害復旧等 億円（ 倍）

その他施設費 億円（ 倍）

行政経費 億円（ 倍）

（注）各計数はそれぞれ四捨五入によっているの

で、端数において合計とは合致しないもの

がある。

区 分 前年度予算額 決 定 額 倍 率

国 土 基 盤 河 川

地 域 河 川

砂 防

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策

総 合 流 域 防 災

海 岸

独立行政法人土木研究所 ─ ─

計

災 害 復 旧 関 係 事 業

災 害 復 旧

災 害 関 連

合 計

（注） ．前年度剰余金等として 百万円（前年度 百万円）を含む。
．各事業には、道路関係社会資本として 百万円（前年度 百万円）、住宅宅地基盤特定治水施設等整備事
業として 百万円（前年度 百万円）、下水道関連特定治水施設整備事業として 百万円（前年度
百万円）を含む。

平成 年度河川局関係予算決定総括表（国費）
（単位 百万円）



．新規事業の創設及び拡充等の概要

新規事業の創設及び拡充等

【治 水 事 業】

ダムの長寿命化容量の確保

ダムが半永久的に機能するためには、有効な堆

砂対策を講ずることが必要であるため、複数の

ダムがある水系においてライフサイクルコスト

低減の視点から、既設ダムの水位を低下して効

率的な堆砂除去を実施するための代替容量とし

て、長寿命化容量を確保する。

砂防管理費の創設

火山噴火等に伴う継続的かつ大量の土砂流出等

により、適正に機能を確保することが困難な砂

防設備の管理で、経費及び技術上の見地等から

都道府県が管理することが困難であるものにつ

いて、国直轄により砂防設備の管理を行うため

砂防管理費を創設する。

流域貯留浸透事業の拡充（総合流域防災事業の拡

充）

一定規模以上の学校、公園等の適地の減少によ

り、貯留浸透施設の整備水準が低い都市部にお

いて、貯留容量の採択要件を緩和し、貯留浸透

施設の整備を推進する。

【海 岸 事 業】

海岸堤防等老朽化対策緊急事業の創設

老朽化により海岸保全施設の機能が著しく低下

し、甚大な被害が発生するおそれがある海岸に

おいて、海岸堤防・護岸等に係る老朽化調査、

老朽化対策計画の策定、計画に基づく対策工事

を一体的に推進する 海岸堤防等老朽化対策緊

急事業 を創設する。

海岸環境整備事業の拡充（地域の特色を活かした

自主的・戦略的取り組みへの支援）

広域的な一連の海岸を対象として、近隣市町村

や多様な関係者が協働して行う海岸利用活性化

計画の策定とこの計画に基づき海岸保全施設や

海岸利用者向けの利便施設の整備ができるよう

海岸環境整備事業 を拡充する。

【災害復旧関係事業】

直轄河川災害復旧事業の拡充

直轄管理河川の災害復旧事業において、次期出

水で甚大な被害につながるおそれがある深掘れ

や土砂堆積箇所について、天然河床も施設とみ

なし対策を実施できるよう 直轄河川災害復旧

事業 を拡充する。

改良復旧事業の拡充（氾濫流対策の整備）

越水による甚大な被害が発生した場合などにお

いては、氾濫流対策（輪中堤・水防拠点）を取

り込んだ改良復旧事業（災害助成・災害関連）

を実施できるよう事業制度を拡充する。

災害関連緊急大規模漂着流木等処理対策事業の拡

充

広範囲にわたり堆積した海岸漂着ゴミや流木等

を処理するため、事業の対象範囲を拡大し、広

域にわたる 複数の海岸 の関係者が協働して

一体的・効率的に処理を行うこと等ができるよ

う 災害関連緊急大規模漂着流木等処理対策事

業 を拡充する。

【新規箇所等】

木曽川水系連絡導水路事業の建設事業着手

木曽川水系の異常渇水時において、徳山ダムの

渇水対策容量に確保した水を木曽川及び長良川

に導水することにより、河川環境を改善すると

共に、徳山ダムで開発した愛知県及び名古屋市

の都市用水を導水し、木曽川で取水できるよう

にする。

最上小国川ダムの建設事業着手

最上小国川流域の洪水被害を軽減するため、洪

水調節専用（流水型）ダムを建設し、治水安全

度の向上を図る。

宮崎海岸の直轄海岸保全施設整備事業の新規採択

近年著しい侵食に見舞われ、地域経済への影響

が甚大となるおそれがあることから早急な対策

が求められている宮崎海岸について、直轄海岸

保全施設整備事業により、保全対策を実施する。

利根川・佐原広域交流拠点の 方式による整備

等

佐原広域交流拠点について、 手法（国庫債

務負担行為）を活用することにより、効率的か

つ効果的に整備・維持・運営を行う。

平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）



．新規採択箇所名等

木曽川水系連絡導水路事業

（河川総合開発事業、水資源機構事業）

目 的

木曽川水系の異常渇水時において、徳山ダムの渇

水対策容量に確保した水を利用し、揖斐川から木

曽川及び長良川に導水することにより、 河川環

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

最上小国川ダム建設事業 （河川総合開発事業）

目 的

最上小国川流域の洪水被害を軽減するため、洪水

調節専用（流水型）ダムを建設し、治水安全度の向

上を図る。

吐口 岐阜県海津市

河川名 木曽川水系揖斐川、長良川、木曽川

事業内容 導水路延長約

総事業費 約 億円

科目等

（項）河川整備事業費

（目）河川総合開発事業費

（目）水資源開発事業交付金

境の改善を行う。

徳山ダムで開発した愛知県及び名古屋市の都市用

水を最大 導水することにより、木曽川で

取水できるようにする。

内 容

位 置

（上流施設） 呑口 岐阜県揖斐郡揖斐川町

吐口 岐阜県岐阜市、岐阜県加茂郡

坂祝町

（下流施設） 呑口 岐阜県海津市

内 容

位 置 山形県最上部最上町

河川名 最上川水系最上小国川

事業内容 重力式コンクリートダム（洪水調節専

用（流水型）ダム）を建設

総事業費 約 億円

科目等

（項）河川整備事業費

（目）治水ダム建設事業費補助
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利根川・佐原広域交流拠点の 方式による整

備等

．目 的

改良復旧事業の拡充（氾濫流対策の整備）

目 的

改良復旧事業にあたり、通常の連続堤防の整備に

加えて、土地利用状況等の地域の実情に応じた河川

整備により、効果・効率的に治水安全度を向上させ

る。

内 容

災害により甚大な被害が発生した際、 家屋移転

（目）河川改修費

（目）河川維持修繕費

（項）都市水環境整備事業費

（目）総合水系環境整備事業費

等の土地利用の変化も踏まえ、連続堤に比べて輪中

堤により防御した方が経済的に有利な場合、連続堤

に代えて実施できるものとする。 水防拠点の整備

が必要な場合であって、水防拠点を整備する方が河

道掘削に伴う発生残土の運搬処理に比べ経済的に有

利な場合に実施できるものとする。

科目等

（項）河川等災害関連事業費

（目）河川等災害関連事業費補助 等

（項）河川等災害関連事業費

（目）河川等災害復旧助成事業費補助 等

事業制度拡充のイメージ

佐原広域交流拠点について、 方

式（国庫債務負担行為）を活用するこ

とにより、効率的かつ効果的に整備・

維持管理・運営を行う。

内 容

位 置 千葉県香取市

河川名 利根川水系利根川下流

事業内容 車両倉庫、河川利用情報

発信施設、観察用通路等

の整備・維持管理・運営

総事業費 約 億円

科目等

（項）河川整備事業費
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．平成 年度予算ダム別内訳表

道府県名 分 類 区 分 ダ ム 名
内 示 額

備 考
共同費 国 費

北 海 道 特 ダ ム 建 設 沙流川・沙流川総合開発 二風谷、平取

留萌川・留萌

石狩川・幾春別川総合開発 新桂沢、三笠ぽんべつ

天塩川・サンル

河川総合 石狩川・夕張シューパロ

青 森 特 ダ ム 建 設 岩木川・津軽

岩 手 特 ダ ム 建 設 北上川・胆沢

宮 城 特 ダ ム 実 調 鳴瀬川・鳴瀬川総合開発 田川、洪水導水路

秋 田 特 ダ ム 建 設 米代川・森吉山

雄物川・成瀬

実 調 子吉川・鳥海

山 形 特 ダ ム 建 設 最上川・長井

茨 城 流況調整 建 設 利根川那珂川・霞ケ浦導水

栃 木 特 ダ ム 建 設 利根川・湯西川

水 機 構 利根川・思川開発

群 馬 特 ダ ム 建 設 利根川・八ッ場

実 調 利根川・吾妻川上流総合開発

河川総合 利根川上流ダム群再編

埼 玉 河川総合 実 調 荒川上流ダム再開発 大洞、二瀬（再）

利根川上流ダム群再編

水 機 構 建 設 利根川・武蔵水路改築

長 野 特 ダ ム 建 設 天竜川・三峰川総合開発 戸草、美和（再）

富 山 特 ダ ム 建 設 庄川・利賀

岐 阜 特 ダ ム 建 設 木曽川・新丸山

実 調 矢作川・上矢作

河川総合 建 設 木曽川・横山ダム再開発

建 設 木曽川・木曽川水系連絡導水路

水 機 構 建 設 木曽川・木曽川水系連絡導水路 平成 年度中に承継予定

静 岡 河川総合 実 調 天竜川・天竜川ダム再編

愛 知 特 ダ ム 建 設 豊川・設楽

三 重 水 機 構 建 設 淀川・川上

福 井 河川総合 建 設 九頭竜川・足羽川

滋 賀 特 ダ ム 建 設 淀川・大戸川

水 機 構 淀川・丹生

京 都 特 ダ ム 建 設 淀川・天ケ瀬ダム再開発

大 阪 特 ダ ム 建 設 淀川・猪名川総合開発 余野川

兵 庫 特 ダ ム 建 設 淀川・猪名川総合開発 余野川

奈 良 特 ダ ム 建 設 紀の川・大滝

和 歌 山 特 ダ ム 建 設 紀の川・紀の川大堰

鳥 取 特 ダ ム 建 設 千代川・殿

【直轄・機構】 （単位 百万円）
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道府県名 分 類 区 分 ダ ム 名
内 示 額

備 考
共同費 国 費

島 根 特 ダ ム 建 設 斐伊川・志津見

斐伊川・尾原

徳 島 河川総合 建 設 那賀川・長安口ダム改造

愛 媛 河川総合 建 設 肱川・山鳥坂

肱川・鹿野川ダム改造

高 知 特 ダ ム 建 設 渡川・中筋川総合開発 中筋川、横瀬川

福 岡 河川総合 実 調 筑後川水系ダム群連携

水 機 構 建 設 筑後川・小石原川

佐 賀 特 ダ ム 建 設 嘉瀬川・嘉瀬川

河川総合 実 調 筑後川・城原川

流況調整 建 設 筑後川・佐賀導水

長 崎 特 ダ ム 建 設 本明川・本明川

熊 本 特 ダ ム 建 設 球磨川・川辺川

実 調 緑川・七滝

河川総合 建 設 白川・立野

大 分 特 ダ ム 建 設 大分川・大分川

水 機 構 筑後川・大山

鹿 児 島 河川総合 建 設 川内川・鶴田ダム再開発

沖 縄 特 ダ ム 建 設 沖縄東部河川総合開発 億首、漢那

沖縄北西部河川総合開発 大保、比地、奥間

（注） 本表の外に徳山ダムに係る特定事業先行調整費の償還分 百万円がある。

道府県名 分 類 区 分 ダ ム 名
内 示 額

備 考
共同費 国 費

【補助】 （単位 百万円）

北 海 道 多 目 的 建 設 徳富川・徳富

当別川・当別

厚真川・厚幌

青 森 多 目 的 建 設 堤川・駒込

治 水 実 調 大和沢川・大和沢

岩 手 多 目 的 建 設 簗川・簗川

治 水 気仙川・津付

宮 城 多 目 的 建 設 筒砂子川・筒砂子

迫川・長沼

治 水 実 調 川内沢川・川内沢

秋 田 多 目 的 建 設 小坂川・砂子沢

山 形 治 水 建 設 最上小国川・最上小国川

福 島 多 目 的 建 設 今出川・今出川総合開発 今出、千五沢

群 馬 多 目 的 建 設 烏川・倉渕
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道府県名 分類 区分 ダ ム 名
内 示 額

備 考
共同費 国 費

群 馬 多 目 的 建 設 碓氷川・増田川

千 葉 多 目 的 建 設 夷隅川・大多喜

新 潟 多 目 的 建 設 破間川・広神

胎内川・奥胎内

治 水 建 設 儀明川・儀明川

常浪川・常浪川

鵜川・鵜川

長 野 多 目 的 建 設 砥川・下諏訪

夜間瀬川・角間

治 水 浅川・浅川 平成 年度は多目的

上川・蓼科

実 調 清川・清川

石 川 多 目 的 建 設 町野川・北河内

治 水 犀川・辰巳

岐 阜 多 目 的 建 設 荒城川・丹生川

治 水 大八賀川・大島

長良川・内ヶ谷

静 岡 多 目 的 建 設 太田川・太田川

三 重 治 水 建 設 加茂川・鳥羽河内

福 井 多 目 的 建 設 河内川・河内川

浄土寺川・浄土寺川

吉野瀬川他・日野川総合開発 桝谷、二ツ屋導水、吉野瀬川

滋 賀 治 水 建 設 安曇川・北川

芹川・芹谷

京 都 多 目 的 建 設 畑川・畑川

大 阪 多 目 的 建 設 安威川・安威川

治 水 大津川・槇尾川

兵 庫 多 目 的 建 設 武庫川・武庫川

治 水 千種川・金出地

奈 良 治 水 建 設 岩井川・岩井川

和 歌 山 多 目 的 建 設 切目川・切目川

島 根 多 目 的 建 設 浜田川・浜田川総合開発 第二浜田、浜田（再）

治 水 都治川・波積

実 調 三隅川・矢原川

広 島 多 目 的 建 設 沼田川・福富

治 水 八幡川・梶毛

賀茂川・仁賀

山 口 多 目 的 建 設 錦川・平瀬

深川川・大河内川

香 川 多 目 的 建 設 香東川・椛川

別当川・内海ダム再開発

湊川・五名ダム再開発
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道府県名 分類 区分 ダ ム 名
内示額

備 考
共同費 国費

香 川 治 水 建 設 綾川・綾川ダム群連携 長柄（再）、田万

高 知 多 目 的 建 設 和食川・和食

福 岡 多 目 的 建 設 那珂川・五ヶ山

祓川・伊良原

治 水 巨瀬川・藤波

佐 賀 多 目 的 建 設 井手口川・井手口川

実 調 有田川・有田川総合開発 有田（再）、猿川

長 崎 多 目 的 建 設 川棚川・石木

中島川他・長崎水害緊急
本河内高部・低部、西山、浦上、中尾、雪浦、
雪浦第二

熊 本 多 目 的 建 設 路木川・路木

治 水 川辺川・五木

大 分 治 水 建 設 稲葉川他・竹田水害緊急 稲葉、玉来

鹿 児 島 治 水 建 設 新川・西之谷

沖 縄 多 目 的 建 設 儀間川他・儀間川総合開発 儀間、タイ原

（注） ．共同費及び国費は治水事業のみ額であり、道路事業及び下水道事業並びに住宅事業に関するものを含まない。
．備考欄の の事業については、準備段階にある事業等のうち、事業見直し検討の途上にあり、当面の間、事業進捗が見込めない事
業について、補助事業としての予算計上を見送るものであり、見直しの結果、事業促進が方向づけられた場合には、予算計上を再
開するものである。



（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

平成 年度全国治水大会 兵庫大会
─神戸市 神戸国際会館こくさいホール において、
平成 年 月 日（木）開催─

兵庫県河川整備課

平成 年度の全国治水大会が、兵庫県において開

催されることになりましたので、下記のとおりお知

らせいたします。

開催月日 平成 年 月 日（木）午後

開催場所 神戸市

神戸国際会館こくさいホール

特別講演 田辺 眞人

園田学園女子大学教授（予定）

翌 月 日（金）は治水関連事業に加え、世界遺

産である姫路城方面や神戸灘の酒蔵、明石海峡大橋

など魅力ある現地研修コースを用意したいと考えて

おります。

正式な案内は 月中旬にはお届けしたいと考えて

おりますので、多数の皆様にご来県いただきますよ

う、心からお待ち申しあげます。

なお、開催地の神戸市は レトロとモダンが出会

う街 として北野異人館や南京町をはじめ全国的に

知られた灘の酒、スイーツのお店など非常に人気の

ある都市です。

現地研修（予定）

神戸・阪神コース

石井ダム河川総合開発事業、生田川河川緑地軸整

備事業等と 人と防災未来センター 、灘の酒蔵

北播磨・丹波コース

加古川河川激甚災害対策特別緊急事業等と 県立

広域防災センター

中播磨・西播磨コース

千種川床上浸水対策特別緊急事業等と 姫路城

但馬コース

円山川直轄河川激甚災害対策特別緊急事業等と

コウノトリの郷公園

淡路コース

育波川河川災害関連・砂防災害関連事業等と 明

石海峡大橋

全水連だより

月 日 （曜） 時 刻 行 事 会 場

月 日 （水） 全水連春季理事会 麹町会館

月 日 （木） 第 回全水連総会 神戸市神戸国際会館こくさいホール

月 日 （木） 年度全国治水大会 神戸市神戸国際会館こくさいホール

月 日 （木） 全水連秋季理事会 麹町会館

月 日 （木） 年度促進全国大会 シェーンバッハ・サボー（砂防会館別館）

（注）各地方治水大会の日程は、これから決定いたします。

平成 年度 全 水 連 行 事 予 定
（平成 年 月 日現在）

全国治水期成同盟会連合会
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